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告

示

青
森
県
告
示
第
五
百
七
十
五
号

鳥
獣
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）

第
二
十
八
条
第
七
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
今
別
八
幡
宮
鳥
獣
保
護
区
、
阿
闍
羅
鳥

獣
保
護
区
、
岩
木
川
鳥
獣
保
護
区
、
金
屋
鳥
獣
保
護
区
、
飯
詰
鳥
獣
保
護
区
、
平
滝
沼
鳥
獣
保
護

区
、
間
木
鳥
獣
保
護
区
、
左
組
鳥
獣
保
護
区
、
桑
畑
山
鳥
獣
保
護
区
及
び
小
沢
鳥
獣
保
護
区
の
存
続

期
間
を
更
新
す
る
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
法
第
十
五
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
四
年
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月
三
十
一
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青
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村
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一
１

名
称

今
別
八
幡
宮
鳥
獣
保
護
区

２

区
域

東
津
軽
郡
今
別
町
大
字
今
別
地
内
県
道
今
別
蟹
田
線
と
Ｊ
Ｒ
津
軽
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
点
か
ら
同
Ｊ
Ｒ
線
を
南
に
進
み
林
野
庁
所
有
地
と
民
有
地
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点

か
ら
同
所
有
界
を
南
西
に
進
み
、
今
別
八
幡
宮
所
有
地
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
所
有

界
を
西
に
進
み
、
通
称
中
沢
作
場
道
路
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
道
路
を
北
へ
進
み
、

Ｊ
Ｒ
津
軽
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
Ｊ
Ｒ
線
を
東
に
進
み
、
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま

れ
た
区
域
一
円
。
（
図
面
は
別
図
一
の
と
お
り
）

３

存
続
期
間

令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
東
津
軽
郡
今
別
町
内
の
台
地
上
に
位
置
し
て
お
り
、
大
部
分
が
今
別
八
幡

宮
の
境
内
林
と
国
有
林
が
占
め
て
い
る
。
当
該
区
域
は
、
市
街
地
に
近
く
、
ス
ギ
、
ア
カ
エ

ゾ
マ
ツ
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
樹
種
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
小
中
学
校
の
自
然
科
学
教
育
に
適
し
た
場
所
と
し
て
、
今
別
町

に
よ
り
「
今
別
八
幡
宮
自
然
環
境
教
育
林
」
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
区
域
の
国

有
林
に
は
樹
齢
百
年
を
超
え
る
ス
ギ
造
林
木
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
豊
か
な
自
然
環
境
が
保
持

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
北
森
林
管
理
局
青
森
分
局
に
よ
り
「
巨
木
を
育
む
森
」
に
設
定

さ
れ
て
お
り
、
キ
ジ
、
ア
カ
ゲ
ラ
、
ハ
ヤ
ブ
サ
、
ウ
グ
イ
ス
、
ク
ロ
ツ
グ
ミ
な
ど
多
様
な
鳥

類
の
生
息
に
適
し
た
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
を
身
近
な
鳥
獣
生
息
地
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
引
き
続
き
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る

も
の
で
あ
る
。

㈢

管
理
方
針

定
期
的
な
巡
視
な
ど
に
よ
り
鳥
獣
の
生
息
状
況
を
確
認
し
、
違
法
行
為
や
鳥
獣
の
生
息
を

阻
害
す
る
行
為
の
防
止
に
努
め
る
な
ど
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な

管
理
を
実
施
す
る
。

二
１

名
称

阿
闍
羅
鳥
獣
保
護
区

２

区
域

南
津
軽
郡
大
鰐
町
地
内
羽
黒
橋
と
平
川
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
点
か
ら
平
川
を
南
東
に
進

み
、
福
島
橋
と
国
道
七
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
国
道
を
南
東
に
進
み
、
県
道
碇

青
森
県
報
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ヶ
関
大
鰐
停
車
場
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
北
西
に
進
み
、
起
点
に
至
る
線

で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円
。
（
図
面
は
別
図
二
の
と
お
り
）

３

存
続
期
間

令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
独
立
峰
と
し
て
眺
望
が
優
れ
る
阿
闍
羅
山
を
包
括
す
る
区
域
で
あ
り
、
大

鰐
町
・
碇
ヶ
関
、
北
斜
面
に
は
ス
キ
ー
場
や
公
園
、
山
頂
付
近
の
高
原
地
帯
に
は
ゴ
ル
フ
場

や
ホ
テ
ル
が
整
備
さ
れ
、
周
囲
に
は
リ
ン
ゴ
園
等
の
農
地
も
見
ら
れ
る
。
阿
闍
羅
山
は
ス
ギ

人
工
林
が
大
半
を
占
め
る
が
、
ブ
ナ
―
ミ
ズ
ナ
ラ
群
落
な
ど
天
然
広
葉
樹
林
も
み
ら
れ
、
ア

オ
バ
ト
、
オ
オ
ア
カ
ゲ
ラ
、
キ
ク
イ
タ
ダ
キ
、
ク
マ
タ
カ
な
ど
の
森
林
性
の
鳥
獣
が
多
数
生

息
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
川
及
び
虹
貝
川
な
ど
の
河
川
も
介
在
し
て
お
り
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
や

カ
モ
類
、
ヤ
マ
セ
ミ
、
ミ
ソ
サ
ザ
イ
な
ど
河
川
・
水
辺
を
好
む
鳥
類
も
多
く
、
多
様
な
鳥
獣

類
の
生
息
に
適
し
た
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
を
森
林
鳥
獣
生
息
地
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩

猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
引
き
続
き
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

㈢

管
理
方
針

定
期
的
な
巡
視
な
ど
に
よ
り
鳥
獣
の
生
息
状
況
を
確
認
し
、
違
法
行
為
や
鳥
獣
の
生
息
を

阻
害
す
る
行
為
の
防
止
に
努
め
る
な
ど
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な

管
理
を
実
施
す
る
。

三
１

名
称

岩
木
川
鳥
獣
保
護
区

２

区
域

南
津
軽
郡
藤
崎
町
地
内
、
県
道
前
坂
藤
崎
線
と
岩
木
川
右
岸
堤
防
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、

同
点
か
ら
同
堤
防
を
南
東
に
進
み
県
道
関
ヶ
平
五
代
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
県
道

を
南
西
に
進
み
県
道
岩
崎
西
目
屋
弘
前
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進

み
岩
木
川
右
岸
堤
防
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
堤
防
を
南
西
に
進
み
市
道
里
見
下
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
南
に
進
み
市
道
下
五
所
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か

ら
同
市
道
を
南
に
進
み
県
道
関
ヶ
平
五
代
線
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
、
市

道
堰
根
下
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
北
西
に
進
み
市
道
山
越
地
形
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
北
東
に
進
み
県
道
岩
崎
西
目
屋
弘
前
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
点
か
ら
同
県
道
を
東
に
進
み
市
道
河
岸
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
東
に
進

み
岩
木
川
左
岸
堤
防
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
堤
防
を
北
東
に
進
み
県
道
前
坂
藤
崎
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一

円
。
（
図
面
は
別
図
三
の
と
お
り
）

３

存
続
期
間

令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

集
団
渡
来
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
そ
の
源
を
青
森
・
秋
田
県
境
の
白
神
山
地
の
雁
森
岳
に
発
す
る
岩
木
川
の

河
川
敷
を
中
心
と
し
た
区
域
で
あ
り
、
河
川
敷
に
は
農
地
も
隣
接
し
て
い
る
。
区
域
内
に
は

ヤ
ナ
ギ
、
ハ
ン
ノ
キ
等
の
広
葉
樹
、
ヨ
シ
の
群
落
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を

反
映
し
て
、
ハ
ク
チ
ョ
ウ
類
及
び
ガ
ン
、
カ
モ
類
の
生
息
地
と
し
て
好
適
な
環
境
を
有
し
て

い
る
。
ま
た
、
秋
か
ら
春
に
か
け
て
は
多
く
の
渡
り
鳥
が
渡
来
し
、
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
分
類
さ
れ
る
ヒ
シ
ク
イ
も
観
察
さ
れ
る
な
ど
、
越
冬
地
や
中
継
地
と
し
て

多
様
な
鳥
類
の
利
用
が
継
続
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
を
集
団
渡
来
地
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す

る
鳥
獣
保
護
区
に
引
き
続
き
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
も
の
で

あ
る
。

㈢

管
理
方
針

定
期
的
な
巡
視
な
ど
に
よ
り
鳥
獣
の
生
息
状
況
を
確
認
し
、
違
法
行
為
や
鳥
獣
の
生
息
を

阻
害
す
る
行
為
の
防
止
に
努
め
る
な
ど
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な

管
理
を
実
施
す
る
。

四
１

名
称

金
屋
鳥
獣
保
護
区
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２

区
域

東
北
自
動
車
道
と
黒
石
市
、
平
川
市
と
の
市
界
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
点
か
ら
同
市
界
線

を
北
東
に
進
み
、
平
川
市
金
屋
、
新
屋
と
の
大
字
界
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
平
川
市
金

屋
、
新
屋
の
大
字
界
を
南
西
に
進
み
東
北
自
動
車
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
自
動
車

道
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円
。
（
図
面
は
別
図
四
の
と
お
り
）

３

存
続
期
間

令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
平
川
市
金
屋
地
区
に
位
置
す
る
金
屋
山
西
斜
面
の
山
神
社
の
ス
ギ
林
を
中

心
と
し
た
区
域
で
あ
る
が
、
周
囲
に
は
リ
ン
ゴ
園
が
広
が
り
、
神
田
池
な
ど
の
沼
も
点
在
す

る
な
ど
多
様
な
環
境
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
反
映
し
て
、
農
地
や
草

地
な
ど
の
開
け
た
場
所
を
好
む
キ
ジ
、
モ
ズ
、
林
地
を
好
む
ウ
グ
イ
ス
、
ア
カ
ゲ
ラ
、
水
辺

を
好
む
カ
モ
類
、
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
な
ど
多
様
な
鳥
獣
類
が
生
息
し
て
い
る
。
ま
た
、
金
屋
山

中
腹
に
は
、
平
川
市
自
然
の
森
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
を
身
近
な
鳥
獣
生
息
地
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
引
き
続
き
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る

も
の
で
あ
る
。

㈢

管
理
方
針

定
期
的
な
巡
視
な
ど
に
よ
り
鳥
獣
の
生
息
状
況
を
確
認
し
、
違
法
行
為
や
鳥
獣
の
生
息
を

阻
害
す
る
行
為
の
防
止
に
努
め
る
な
ど
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な

管
理
を
実
施
す
る
。

五
１

名
称

飯
詰
鳥
獣
保
護
区

２

区
域

五
所
川
原
市
大
字
毘
沙
門
地
内
主
要
地
方
道
五
所
川
原
金
木
線
と
旧
五
所
川
原
市
と
旧
金
木

町
の
旧
市
町
界
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
点
か
ら
同
旧
市
町
界
を
東
に
進
み
津
軽
森
林
管
理

署
金
木
支
署
の
飯
詰
山
国
有
林
一
四
一
林
班
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
国
有
林
と
民
有
林

の
境
界
を
北
へ
進
み
国
有
林
一
三
九
林
班
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
林
班
及
び
一
三
八

林
班
を
東
へ
進
み
一
三
七
林
班
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
林
班
及
び
一
三
五
林
班
を
南

へ
進
み
大
淵
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
川
を
南
東
に
進
み
国
有
林
一
二
三
林
班
と
の

交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
国
有
林
と
民
有
林
と
の
境
界
を
南
に
進
み
主
要
地
方
道
青
森
五
所
川

原
線
を
横
断
し
て
更
に
国
有
林
と
民
有
林
の
境
界
を
進
み
石
ノ
塔
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点

か
ら
同
沢
を
南
西
に
進
み
国
有
林
一
〇
八
林
班
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
林
班
界
を
南

西
に
進
み
坪
毛
沢
林
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
林
道
を
南
西
に
進
み
飯
詰
ダ
ム
堤
体

と
の
接
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
堤
体
を
北
西
に
進
み
主
要
地
方
道
青
森
五
所
川
原
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
西
に
進
み
主
要
地
方
道
五
所
川
原
金
木
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
北
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円
。
（
図
面
は
別
図

五
の
と
お
り
）

３

存
続
期
間

令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
津
軽
半
島
の
南
部
、
中
山
山
脈
の
西
側
に
位
置
し
て
お
り
、
起
伏
に
富
ん

だ
森
林
地
帯
が
広
が
っ
て
い
る
。

区
域
内
に
は
、
飯
詰
ダ
ム
や
萢
ヶ
沢
溜
池
な
ど
が
あ
り
、
ダ
ム
湖
周
辺
に
は
公
園
や
遊
歩

道
が
整
備
さ
れ
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
林
相
は
、
主
に
ス
ギ
、
ア

カ
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
の
人
工
林
や
ヒ
バ
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
等
の
天
然
林
か
ら
構
成
さ
れ
て

お
り
、
沢
沿
い
に
は
野
鳥
の
食
餌
と
な
る
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
、
サ
ル
ナ
シ
が
豊
富
に
自
生
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
反
映
し
て
、
ツ
ミ
、
ア
カ
ゲ
ラ
、
カ
ケ
ス
、
ヤ
マ
ガ
ラ
、
オ

オ
ル
リ
等
の
森
林
を
好
む
鳥
獣
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に

お
い
て
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
に
分
類
さ
れ
て
い
る
ク
マ
タ
カ
の
生
息
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
を
森
林
鳥
獣
生
息
地
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩

猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
引
き
続
き
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
も

の
で
あ
る
。
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㈢

管
理
方
針

定
期
的
な
巡
視
な
ど
に
よ
り
鳥
獣
の
生
息
状
況
を
確
認
し
、
違
法
行
為
や
鳥
獣
の
生
息
を

阻
害
す
る
行
為
の
防
止
に
努
め
る
な
ど
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な

管
理
を
実
施
す
る
。

六
１

名
称

平
滝
沼
鳥
獣
保
護
区

２

区
域

つ
が
る
市
木
造
町
館
岡
地
内
市
道
公
園
平
滝
沼
線
と
市
道
木
造
屏
風
山
線
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
南
南
西
に
進
み
市
道
大
湯
町
出
来
島
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か

ら
同
市
道
を
南
西
に
進
み
市
道
出
来
島
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
北
に

進
み
国
有
林
津
軽
森
林
管
理
署
金
木
支
署
四
四
八
林
班
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
林

班
界
を
西
に
進
み
、
更
に
同
林
班
界
を
北
北
東
に
進
み
、
更
に
同
林
班
界
を
東
に
進
み
、
更
に

同
林
班
界
を
南
西
に
進
み
、
更
に
同
林
班
界
を
東
に
進
み
、
更
に
同
林
班
界
を
南
南
西
に
進
み

市
道
公
園
平
滝
沼
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
市
道
を
東
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線

で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円
。
（
図
面
は
別
図
六
の
と
お
り
）

３

存
続
期
間

令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

希
少
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
つ
が
る
市
中
心
部
か
ら
約
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
西
に
位
置
し
、
屏
風
山
砂

丘
地
帯
の
一
角
に
形
成
さ
れ
て
い
る
低
層
湿
原
と
中
間
湿
原
の
要
素
の
強
い
ベ
ン
セ
湿
原
を

中
心
と
し
た
区
域
で
あ
る
。
湿
原
の
周
辺
に
は
、
東
側
に
ベ
ン
セ
沼
、
西
側
に
ク
ロ
マ
ツ
や

カ
シ
ワ
が
優
先
す
る
海
岸
林
、
南
側
に
大
滝
沼
、
北
側
に
平
滝
沼
を
は
じ
め
と
す
る
湿
地
帯

が
広
が
っ
て
お
り
、
区
域
の
大
半
が
津
軽
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
湿
原
内
に
は
、

ヒ
ラ
イ
―
カ
モ
ノ
ハ
シ
群
落
、
ヨ
シ
―
ヒ
メ
シ
ダ
群
落
、
ヨ
シ
―
ス
ス
キ
群
落
が
発
達
し
て

お
り
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
や
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
な
ど
と
と
も
に
湿
地
性
植
物
が
一
大
群
落
を

形
成
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
反
映
し
て
、
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
に
分

類
さ
れ
る
オ
オ
セ
ッ
カ
、
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
分
類
さ
れ
る
コ
ジ
ュ
リ
ン
、
準
絶
滅
危
惧
に
分

類
さ
れ
る
ミ
サ
ゴ
、
青
森
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
重
要
希
少
野
生
生
物
に
分
類
さ
れ
る

ハ
イ
イ
ロ
チ
ュ
ウ
ヒ
な
ど
希
少
鳥
獣
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
を
希
少
鳥
獣
生
息
地
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩

猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
引
き
続
き
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

㈢

管
理
方
針

定
期
的
な
巡
視
な
ど
に
よ
り
鳥
獣
の
生
息
状
況
を
確
認
し
、
違
法
行
為
や
鳥
獣
の
生
息
を

阻
害
す
る
行
為
の
防
止
に
努
め
る
な
ど
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な

管
理
を
実
施
す
る
。

七
１

名
称

間
木
鳥
獣
保
護
区

２

区
域

上
北
郡
お
い
ら
せ
町
大
字
向
山
地
内
町
道
豊
栄
・
間
木
堤
線
と
町
道
染
屋
・
苫
米
地
線
と
の

交
点
を
起
点
と
し
、
同
点
か
ら
町
道
豊
栄
・
間
木
堤
線
を
南
に
進
み
町
道
間
木
堤
・
間
木
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
町
道
を
南
に
進
み
国
道
四
五
号
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら

同
国
道
を
西
に
進
み
主
要
地
方
道
八
戸
野
辺
地
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
地
方
道
を

北
西
に
進
み
町
道
染
屋
・
苫
米
地
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
町
道
を
南
東
に
進
み
起

点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円
。
（
図
面
は
別
図
七
の
と
お
り
）

３

存
続
期
間

令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

集
団
渡
来
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
明
神
川
の
中
流
に
あ
る
農
業
用
の
た
め
池
で
あ
る
間
木
堤
を
中
心
と
し
た

区
域
で
あ
り
、
周
囲
に
は
ス
ギ
人
工
林
、
区
域
北
側
に
は
農
地
が
広
が
っ
て
い
る
。

間
木
堤
は
、
冬
季
に
な
る
と
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
を
は
じ
め
、
多
く
の
カ
モ
類
が
渡
来
し
、

そ
れ
ら
の
集
団
越
冬
地
と
な
っ
て
い
る
。
堤
の
ほ
と
り
に
は
、
野
鳥
観
察
保
養
施
設
が
整
備

さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
が
野
鳥
に
触
れ
合
え
る
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
環
境

省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
の
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
分
類
さ
れ
る
ト
モ
エ
ガ
モ
の
ほ
か
、
準
絶
滅
危
惧
に
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分
類
さ
れ
る
ミ
サ
ゴ
、
ハ
チ
ク
マ
、
オ
オ
タ
カ
な
ど
の
猛
禽
類
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
年
間

を
通
し
、
多
様
な
鳥
獣
類
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
を
集
団
渡
来
地
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す

る
鳥
獣
保
護
区
に
引
き
続
き
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
も
の
で

あ
る
。

㈢

管
理
方
針

定
期
的
な
巡
視
な
ど
に
よ
り
鳥
獣
の
生
息
状
況
を
確
認
し
、
違
法
行
為
や
鳥
獣
の
生
息
を

阻
害
す
る
行
為
の
防
止
に
努
め
る
な
ど
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な

管
理
を
実
施
す
る
。

八
１

名
称

左
組
鳥
獣
保
護
区

２

区
域

上
北
郡
七
戸
町
字
鶴
児
平
地
内
町
道
小
山
平
・
牧
場
線
と
町
道
山
屋
・
左
組
・
牧
場
線
と
の

交
点
を
起
点
と
し
、
同
点
か
ら
町
道
山
屋
・
左
組
・
牧
場
線
を
南
東
に
進
み
町
道
上
田
・
左
組

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
町
道
を
南
西
に
進
み
国
道
三
九
四
号
と
の
交
点
に
至
り
、

同
点
か
ら
同
国
道
を
西
に
進
み
林
道
山
舘
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
林
道
を
西
に
進

み
山
舘
・
殿
上
沢
歩
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
歩
道
を
北
西
に
進
み
殿
上
沢
歩
道
と

の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
歩
道
を
北
に
進
み
殿
上
沢
林
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら

同
林
道
を
北
東
に
進
み
町
道
作
田
防
災
ダ
ム
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
町
道
を
東
に

進
み
林
道
作
田
川
目
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
林
道
を
南
東
に
進
み
作
田
川
併
用
林

道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
林
道
を
東
に
進
み
町
道
小
山
平
・
牧
場
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
点
か
ら
同
町
道
を
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円
。
（
図
面
は
別
図

八
の
と
お
り
）

３

存
続
期
間

令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
七
戸
町
の
西
部
に
位
置
し
、
作
田
川
と
高
瀬
川
に
挟
ま
れ
た
区
域
で
あ

り
、
区
域
の
約
七
十
五
％
を
森
林
が
占
め
て
い
る
。
ア
カ
ゲ
ラ
、
カ
ケ
ス
、
ヤ
マ
ガ
ラ
を
始

め
と
す
る
多
様
な
鳥
獣
類
が
生
息
し
て
お
り
、
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
準
絶
滅
危
惧
に
分

類
さ
れ
る
ハ
イ
タ
カ
の
ほ
か
、
青
森
県
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
重
要
希
少
野
生
生
物
に
分

類
さ
れ
る
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
、
希
少
野
生
生
物
に
分
類
さ
れ
る
ア
オ
バ
ト
、
ク
ロ
ツ
グ
ミ
、

セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
な
ど
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
該
区
域
の
東
部
に
あ
る
東
八
甲
田
家
族
旅
行
村
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
ほ
か
、
自
然
と

の
共
生
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
創
造
の
森
」
が
開
設
さ
れ
て
お
り
、
広
葉
樹
林
内
の
散
策
を
通

し
て
、
県
民
が
身
近
に
鳥
獣
に
触
れ
合
え
る
貴
重
な
場
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
を
身
近
な
鳥
獣
生
息
地
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に

狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
引
き
続
き
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る

も
の
で
あ
る
。

㈢

管
理
方
針

定
期
的
な
巡
視
な
ど
に
よ
り
鳥
獣
の
生
息
状
況
を
確
認
し
、
違
法
行
為
や
鳥
獣
の
生
息
を

阻
害
す
る
行
為
の
防
止
に
努
め
る
な
ど
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な

管
理
を
実
施
す
る
。

九
１

名
称

桑
畑
山
鳥
獣
保
護
区

２

区
域

下
北
郡
東
通
村
大
字
尻
労
地
内
尻
労
漁
港
臨
港
道
路
と
海
岸
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

点
か
ら
同
臨
港
道
路
を
南
西
に
進
み
県
道
尻
労
袰
部
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
県
道

を
南
西
に
進
み
県
道
尻
屋
む
つ
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
県
道
を
南
西
に
進
み
野
牛

川
右
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
右
岸
を
北
西
に
進
み
海
岸
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

点
か
ら
同
海
岸
線
を
北
東
に
進
み
尻
屋
崎
に
至
り
、
同
点
か
ら
海
岸
線
を
南
西
に
進
み
起
点
に

至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円
及
び
そ
の
付
近
の
島
卿
。
（
図
面
は
別
図
九
の
と
お
り
）

３

存
続
期
間

令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的
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当
該
区
域
は
、
下
北
半
島
の
北
東
部
に
位
置
す
る
桑
畑
山
を
中
心
と
す
る
区
域
で
あ
る
。

桑
畑
山
は
強
風
地
帯
に
属
し
、
海
に
突
き
出
た
本
州
最
涯
の
尻
屋
崎
に
位
置
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
特
殊
な
環
境
を
反
映
し
て
、
ム
ラ
サ
キ
や
キ
バ
ナ
ハ
タ
ザ
オ
な
ど
貴
重
な
各

種
植
物
が
分
布
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
該
区
域
は
、
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
を
有
し
て
お
り
、

ス
ギ
、
ヒ
バ
、
ク
ロ
マ
ツ
人
工
林
や
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
コ
ナ
ラ
等
の
広
葉
樹
林
に
広
く
覆
わ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア
カ
ゲ
ラ
、
カ
ケ
ス
、
コ
ガ
ラ
な
ど
森
林
を
好
む
鳥
類
が
多
く
生
息
し

て
い
る
ほ
か
、
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
分
類
さ
れ
る
ケ
イ
マ
フ
リ
、
オ

ジ
ロ
ワ
シ
、
ハ
ヤ
ブ
サ
な
ど
多
様
な
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
を
森
林
鳥
獣
生
息
地
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩

猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
引
き
続
き
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

㈢

管
理
方
針

定
期
的
な
巡
視
な
ど
に
よ
り
鳥
獣
の
生
息
状
況
を
確
認
し
、
違
法
行
為
や
鳥
獣
の
生
息
を

阻
害
す
る
行
為
の
防
止
に
努
め
る
な
ど
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な

管
理
を
実
施
す
る
。

十
１

名
称

小
沢
鳥
獣
保
護
区

２

区
域

む
つ
市
脇
野
沢
小
沢
地
内
国
道
三
三
八
号
と
村
道
小
沢
二
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

点
か
ら
同
国
道
を
西
に
進
み
口
広
川
左
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
左
岸
を
上
流
に
進

み
国
有
林
下
北
森
林
管
理
署
九
四
八
林
班
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か
ら
同
林
班
を
北
西
に
進

み
九
四
九
林
班
・
九
四
六
林
班
の
各
林
班
界
と
村
道
小
沢
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
点
か

ら
同
村
道
を
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
で
囲
ま
れ
た
区
域
一
円
。
（
図
面
は
別
図
十
の
と
お

り
）

３

存
続
期
間

令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら

令
和
二
十
四
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

４

保
護
に
関
す
る
指
針

㈠

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区

㈡

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
下
北
半
島
の
南
西
部
に
位
置
し
、
旧
脇
野
沢
村
の
口
広
川
と
旧
同
村
小
沢

ま
で
の
陸
奥
湾
に
面
し
た
区
域
で
あ
る
。
平
地
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
陸
奥
湾
沿
い
に
分
布
す

る
海
岸
段
丘
と
そ
の
北
部
の
丘
陵
地
か
ら
構
成
さ
れ
、
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
と
な
っ
て
い

る
。
区
域
の
大
部
分
が
国
有
林
と
な
っ
て
お
り
、
ス
ギ
、
ヒ
バ
、
ア
カ
マ
ツ
人
工
林
の
ほ

か
、
沢
沿
い
に
は
コ
ナ
ラ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
等
が
自
生
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

自
然
環
境
を
反
映
し
て
、
ヤ
マ
ド
リ
、
ア
オ
バ
ト
、
ク
ロ
ツ
グ
ミ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ニ
ホ
ン

カ
モ
シ
カ
を
は
じ
め
、
環
境
省
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
準
絶
滅
危
惧
に
分
類
さ
れ
る
オ
オ
セ
グ
ロ

カ
モ
メ
な
ど
の
多
様
な
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
を
森
林
鳥
獣
生
息
地
と
し
て
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩

猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
引
き
続
き
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

㈢

管
理
方
針

定
期
的
な
巡
視
な
ど
に
よ
り
鳥
獣
の
生
息
状
況
を
確
認
し
、
違
法
行
為
や
鳥
獣
の
生
息
を

阻
害
す
る
行
為
の
防
止
に
努
め
る
な
ど
、
鳥
獣
の
安
定
的
な
生
息
が
図
ら
れ
る
よ
う
適
切
な

管
理
を
実
施
す
る
。
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